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『野母村絵踏帳』（1766 年から 1871 年まで）を使用した．  
第一の課題は，歴史人口学者速水融が提示した 3 地域仮説に関するものである．
速水は，徳川社会における家族・世帯構造の特徴を「東北日本型」「中央日本型」





ることになった．具体的には 2 類型の「西南日本型」が 3 類型の「中央日本型」
にあらためられ，野母村の知見を反映させた新たな「西南日本型（東シナ海沿岸
















 本研究は第 1 部「問題の所在」（序章から第 2 章まで），第 2 部「歴史人口学が
析出する村落社会の基層」（第 3 章から第 5 章まで），第 3 部「歴史社会学が切り
開く新たな地平」（第 6 章から終章まで）の 3 部で構成されている．ここからは
第 2 部以降の各章について要約していく．  




















 次に第 5 章では，海村としての野母村の死亡に焦点をあてた．野母村では死亡
クライシス（死亡率の急激な高まり）が度々起こっていたものの，一度に全人口










































また第 7 章と第 8 章の分析から，野母村では近代へと至る過程の中で結婚形態
の変容が生じていたことが明らかになった．たとえば，野母村では夫婦の記載と
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